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２
月
27
日
の
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科

会
に
お
い
て
、
土
岐
市
が
所
有
す
る
「
岐

阜
県
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
出
土
品
」
が
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
新
た
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

元
屋
敷
陶
器
窯
跡
出
土
品
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

岐
阜
県
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
出
土
品
は
、

泉
町
久
尻
に
あ
る
史
跡
・
元
屋
敷
陶
器
窯

跡
（
国
指
定
史
跡
・
昭
和
42
年
指
定
）
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。
元
屋
敷
陶
器
窯

跡
は
３
基
の
大
窯
と
連
房
式
登
窯
か
ら
な

る
古
窯
跡
群
で
す
。
今
回
指
定
を
受
け
た

２
０
４
１
点
の
資
料
は
、
昭
和
24
年
の
美

濃
陶
祖
奉
賛
会
が
行
っ
た
発
掘
調
査
と
平

成
５
年
度
か
ら
平
成
13
年
度
ま
で
に
土
岐

市
が
行
っ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し

た
も
の
で
す
。
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸

時
代
初
頭
に
か
け
て
生
産
さ
れ
た
美
濃
焼

の
一
括
資
料
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
志

野
や
織
部
と
い
っ
た
製
品
を
は
じ
め
、
匣

鉢
や
円
錐
ピ
ン
、
焼
台
な
ど
の
窯
道
具
や

窯
材
な
ど
多
種
多
様
な
資
料
を
含
ん
で
い

ま
す
。
資
料
か
ら
は
、
当
時
京
・
大
坂
・

堺
な
ど
を
中
心
に
流
行
し
た
茶
陶
や
高
級

食
器
な
ど
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
畿
内
の
都
市
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
も
、
元
屋
敷
陶
器
窯
で
生
産
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
製
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
出
土
品
は
、
当

時
流
行
し
た
美
濃
焼
の
生
産
を
考
え
る
上

で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
美
濃
窯
を
代
表

す
る
窯
跡
群
か
ら
の
出
土
資
料
と
し
て
、

そ
の
学
術
的
価
値
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

美
濃
陶
磁
歴
史
館
で
開
催
中
の
特
別
展

「
織
部　―

　

ソ
ノ
器
、
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
也　―

　

」

で
は
、
織
部
の
名
品
と
と
も
に
今
回
指
定

を
受
け
た
出
土
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
織
部
焼
の
持
つ
色

彩
・
造
形
・
文
様
と
い
っ
た
多
様
な
魅
力

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
美

濃
焼
の
名
品
と
新
し
く
指
定
を
受
け
た
土

岐
市
の
文
化
財
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

重要文化財　
岐阜県元屋敷陶器窯跡出土品

元屋敷窯跡出土遺物

元屋敷東３号窯跡出土遺物　

元屋敷東２号窯跡出土遺物

元屋敷東１号窯跡出土遺物

元屋敷窯跡
（連房式登窯）
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歴史散策　と　き　をつなぐもの

文化振興課（内線556）
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